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～社協だより第100号発刊～

「たいわ社協だより」は町民皆様へ紙面を通して福

祉に関する情報を発信し、昭和62年の創刊号から

数えて100回目の発行となりました。これからも地域

福祉の推進に努め、これまで以上に愛される広報紙

づくりに心かけて参りますので、なあ一層のご支援、

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

社会福祉法人　大和町社会福祉協議会
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Pl　　　社協だより100号発刊

P2～3　平成26年度社協会員加入状況

P4　　　社協・地域福祉関係記事

P5　　　ボランティアセンターコーナー

P6　　　たいわ福祉情報掲示板

P7　　　地域へ発信！100文字いんふあ

P8　　　社協だより100号の変遷　他



誰もが安心して �暮らせる支え合いのまち大和を �目指して 
地域福祉事 �業へのご協力ありがとうござい �ます 

平成26年度大和町社会福祉協議会会員加入状況のお知らせ
本会事業へのご理解ご支援誠にあり

がとうございます。皆様からお預かり

いたしました社協会員年会費は地域の

福祉活動に活用させていただきます。

詳しくは次号にてご報告いたします。

会員加入実績（H26・4・1～H27・3・31）

一般会員　　賛助会員

5，106世帯　　　2900

特別会員
620

ご協力ありがとうございます

◎　一　般　会　員（1口　800円）

吉岡地区1，812世帯　　宮床地区1，937世帯　　吉田地区　　454世帯

鶴巣地区　　519世帯　　落合地区　　384世帯　　合　　計　5，106世帯

◎　特　別　会　員（1口10，000円）

【吉岡地区】
広茂会　瀬戸医院

佐藤歯科医院
㈲佐藤サイクル

八幡はなぶさ

高　正　商　店

七十七銀行吉岡支店

仙台銀行吉岡支店

古川信用組合吉岡支店

田山小児科医院

柵越整形外科医院

㈱セレモニー吉岡

東北化学薬品㈱

J Aあさひな

㈲富永精肉店
㈲中川観光バス

富陽軒フードサービス

中国料理　四川チャイナ

㈱仙台妙徳
塚本耳鼻咽喉科医院

にのみや歯科医院

㈲蜂谷新聞店

㈱ミクロ精工

こうの調剤薬局

㈲浅多商店
東北計器工業㈱

㈱アートエクステリア

㈱　頗　　　品

（順不同敬称略）

高　橋　栄　次　荘内銀行吉岡支店　【落合地区】

中津川洋二　溢　谷　秀　一　　大和クリニック

高　橋　永　郎　【鶴巣地区】　㈱ジェ一・シー・アイ

【宮床地区】（財）宮城県環境事業公社　㈱明治東北工場
㈱みちのく観光　　　　　（2口）トウェイヨー㈱仙台工場

㈱みちのく企業　㈱大　　　　崎　　大和蔵酒造㈱

㈱みちのく建設　㈱砂　　　や　　黒川森林組合

㈱大建工業　東北サンド㈱

㈲庭正庭芸研究所　ホクエツ工業㈱仙台工場

支援施設あさいな　㈲佐々木建設
NPO法人ふれあい　（福）功寿会範巣桜の家

【吉田地区】　門間宇一郎
㈱吉岡電工社　横　田　隆　雄

宮城県帖自動輔売商工組合

日本トーカンパッケージ㈱

東北事業部仙台工場

日　進工具㈱

宮城県森林組合連合会

センコー㈱仙台北支店

㈱鐘崎大和工場

平成27年4月1日発行
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◎　賛　助　会　員（1口　2，000円）

【吉　岡　地　区】
（柴　崎）　　山口とも子　（上　町）
和泉　善則　　三橋　郁子　　庄司　武一
根元　泰夫　　馬場　久雄　　早坂　正雄
千葉　一郎　　佐藤　直子　　鶴田てるよ
鈴木　清一　　加藤樹一郎　　大友ときえ
大友　初雄　　桜井　勝見
藤原　政由　　村田　弘一
浅場　翼臣　　阿部トキ子
千葉　助夫　　高橋　幸博
高橋　　仁　　瀬戸　　充
小松　祐司　　塩澤　恭子
（志田町）　　　大友　司郎
児玉養二郎　　浅野　雅勝
泉田　昭夫　　八鍬　吉雄
三浦　孝子　　佐藤　光洋
土居　鋭寿　　高橋　正春

（順不同敬称略）

畑谷太一郎　　茂泉　妙子　　遠藤　幸則　　小林千代次
奥山　邦男　（城内東）　　瀬木　和子　　天野　泰晃
鈴木　和子　伊東　　勇　　宗村　吉矩　川名きよ江
高平　和典　　八巻　恵子　　松川　利充　　中川　久男
（下　町）　　中山てる子　瀬戸　孝夫　早坂　好枝

白石　眞司　　吉田善一郎　松田　　寛　秋保　一弥　後藤　直行
佐々木律子　佐々木禰一　　佐々木きく　　中川　愛子　千葉　正子
我孫子直美　′　柴田　信之　松浦　玲子　佐々木末治　織田　孝子
伊藤　利雄　青砥　秀雄　菅原　英雄　小嶋エイ子　（吉岡南－）
（中　町）　　早坂　尚志　村田　久子　藤原　秀男　　若生　　昇
高橋　寅三　加賀　洋一　　中島　一郎　遠藤　清行　嶋貫　俊男
只野　由雄　遊佐　貞子　伊藤　　治　渋谷三智子　（吉岡南二）
斉藤　孝司　　青砥　秀一　　安曇喜恵子　桜井　隆博　　曽根　　崇
笠原　公男　　斎藤　秀明　（城内中）　　　文屋　栄司　　高橋えく子
高橋　新悦　　高倉　岩夫　　高橋　　完　　渋谷　　博
吉田勢紀子　佐々木俊一　高橋　寿郎　（城内西）

二幡　俊道　　菅原　　淑　小原　伸一　　野村　　例　　波間　豊和　　大和　幸夫
千葉　俊雄　村田　勝嘉　荒磯　哲哉　高嶋　正之　佐藤　陽子　佐々木　敏
志賀野和子　八鍬　政男　　天野　泰賢　山田　俊郎　千葉　意右　海川　文雄

【宮　床　地　区】　　　　　　　【吉　田　地　区】

（難　波）　　（新小路）　　菅原　　隆　（麓　上）　　嶋津　勝治　高橋　　寛　堀寵日出子
佐々　　巧　千坂　勝弥　（前河原）　　佐藤　　誠　原　　弘弥　濾谷　秀一　堀籠　徳男
石垣　信夫　貝田美喜子　小川　　実　早坂　和馬　（沢　渡）　　浅野　栄幸　平　　愛子
（山　田）　　鈴木　隆司　今野　善行　（麓　下）　早坂　秀男　熊谷　　巧　（峰）
浅野　静雄　（向　原）　　（石　倉）　　若生　英光　堀田多美夫　大崎　富夫　碓井　忠郎
浅野　俊彦　大須賀　茂　石山　芳久　浅野　　浩　高橋　　淳　佐々木久夫　板垣　　亨
杉本　敏雄　　鎌田　幸子　　秋山　富雄
浅野美代子　（荒　井）　　（もみじケ丘二）
（中　野）　　　佐藤　文徳　　高濱　浄暗
鈴木　克芳　　大場　昭夫　（もみじケ丘三）
清水　善衛　　大場　進志　　成重　修一
今野　れう　　米倉　芳幸
門伝　英成　　千葉　俊昭

（下

相澤　　力
高橋　孝男
高橋うめよ
平渡　高志
高橋　洋一
高橋千賀子
佐藤　和志
高橋正治
（北　目）
大友　秀政
佐藤　虎一
八島　時夫
馬場　郁子
千坂　裕子
八島　時彦
（砂金沢）
内海　賢一
小野　正男
桜井　和夫

高橋みつ子
（山　田）
宮澤　光夫
奥山　正次
鈴木　利一
（小鶴沢）

梅澤　徹玄　（八志田）　　　小川　裕子　　佐藤　真一
（金取南）　　小野　誠一　（反町下）　　（高　田）
石垣　英孝　堀籠　一男　　渡辺　拓夫　　吉川　正憲
堀寵　英雄　佐藤　耕一　　阿部　　隆　　犬飼　千好
（金取北）　　堀籠　国男　　堀籠　紀郎　小川　豊彦
渋谷　安夫　（反町中）　　　菅井まさい　　堀寵　幸夫
伊藤　弥夫　平　　喜朗　　堀籠　隆男　　高橋　　功

【落　合　地

鶴田　しを　（舞野上）　　品川　豊子　残間　洋一
大宮司和子　高嶋　征夫　（相川上）　　（報恩寺）
大富司美和子　相澤　瞭治　　佐藤　　勝　　桜井　秀伍
（大平下）　　菅原　敏男　（相川下）　　　高橋　新児
佐藤　一郎　高橋　信一　　文屋　宣夫　　菊地　　敬
宮澤　幸英　　田村　雄二　　高平　聡雄　　千葉　栄一

鹿又　次雄　　高橋ヨネコ　福田　和雄　（桧和田上）　（三ケ内上）
門間　活字　　出井とみ子

昭　（大平上）
力　　千坂　雄悦

勝利　　千坂　僑一
秀郎　　大崎　勝治

田）　　　千坂　俊郎
重幸　　佐々木誠一
幸衛　　千坂　昭夫

誠　　荒木′　勝志
集　（大平中）

正悦　　佐藤　久雄
啓子　　文屋　春三
勝彦　　高橋　喜市

（舞野下）　　　小川　憲一　　安海　正雄
浅野勝三郎　　小川　栄一　（三ケ内下）
佐々木宏太郎　　赤間　　栄　　犬飼　勝夫
大内　利悦　　三橋モト江
大友　勝衛　　千坂　博俊
相澤　勇孝　（桧和田下）
蜂谷　富郎　　瀬戸　善春
佐藤　　昭　　瀬戸　俊行
千坂　正志　　瀬戸　　力

（松　坂）
松浦　初雄
横橋　架一
高橋　章昭
高橋　勝子
（大　角）

（蒜　袋）　　上野　　薫　＿根元　仁一
品川日出男　　瀬戸　忠悦　（町　外）
鈴木　　稔　　瀬戸　初男　　山下十四子
高橋　春男　　松浦　誠道

福祉のまちづくりにご協力ください　　　　　　　■
社協の財源の中で、社協会費は地域福祉を支える責重な財源として位置付けられています。今後も引き続

き会費納入のご協力を賜りますようお願い申し上げます。

たいわ社協だより第100号
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仲間と共に、地域と共に、輝く老人ウラマを目指して

吉岡南一丁目まほろばクラブ

言．＿、．
▲交通安全寸劇　交通安全協会吉岡支部

～第39回大和町老人クラブ芸能大会～

大和町老人クラブ連合会の第39回芸能大会が、
2月24日（火）まほうぼホールにあいて開催され

ました。地区の代表クラブと公民館のあ達者倶楽

部に所属する個人やグループなど28の演目が披

講されました。

▲月の夜は　お達者倶楽部まほろばプラサークル

2月20日（金）、町民研修センターを会場に大和町シル

バー人材センターの安全就業推進大会が開催され、
91名か参加しました。会員3名による「ヒヤ1」・ハット」体

験事例発表の他、公立黒川病院長横道氏の記念講演、

今野家もう世師匠による安全就業落語と盛りだ＜さん

の内容でした。また、27年度の安全就業標語では、岩井

辰郎氏の「慣れと過信に潜む事故」が選ばれました。

大和町シル／ト人材センターでは、弓lき続き「安全はす

べてに優先する」をスローガンとして、事故防止に努め

ていきたいと話されていました。

認知症サポーター養成講座か、1月15日（木）ひ

だまりの丘を会場に、老人クラブ会員40名が参加

しました。この講座は認知症についての知識を理解

し、良き理解者として認知症の方々を地域で支える

ことを目的に行われました。講師の大和町地域包括

支援センターの櫻井さえ子氏から、認知症の特徴や

脳血管疾患の予防方法、認知症の万への対応方法な

ど事例を交えながら学びました。

平成27年4月1日発行



令姉頂ランティアセンタ＿コ＿ト

1月27日（火）遠藤旅館にて、大和町保健福祉課の

栄養士千田とも子氏においでいただき、「愛の訪問配食

サービス」で調理に従事するボランティアが、「高齢者の

食事と栄養」というテーマで研修会を行いました。配食
サービスは週3回一人暮らし高齢者宅に昼食お弁当を

届けている活動で、水曜日は4つの班が交代でお弁当
を手作りして配達訪問しています。今回の研修会では、

事前に作ったお弁当をチェックしていただき、カロリー

や栄養のバランス、塩分、見た目などとてもよくできてい

ると高評価をいただきました。また講話では加齢による

体の変化を確認しながら高齢者の食事作りのポイント
をご指導いただきました。これからも、衛生面に注意し

ながら栄養バランスの良い食べやすく心のこもった手作

り弁当をお届けしていきたいと思いました。

大和町ボランティアセンター
TE1．022－345－2156FAX O22－345－7280

E－mail taiwa－Shakyo1967

＠poem・OCnJ可p

URL http：／／vww．taiwaLShakyo．or．JP

～日頃の疲れをり7レγシュ～

大和町ボ弓シティア友の会研修会

2月26日（木）大和町保健福祉総合センターひ
だまりの丘において会員研修会が行われました。日

頃様々な分野で活動しているボランティア会員の
心身のリフレッシュを目的に大郷町から木村静子

氏においでいただきレクリエーションダンスを体験

しました。ゆっくりとした曲やかわいらしい童謡など

簡単ですぐ覚えられそうな曲、そして少し洋風な曲
など4曲ほど繰り返しご指導いただき会員58名
がリズムに合わせて体を動かし楽しい汗をかきま
した。

▲ゆったりとなつかしいメロディーに指先まできれいに伸びました。

ボランティア活動lこあたっては、万が一のときのために

ボランティア保険に加入しましよう。活動中に起きた事故
などに対応できる保険か各種用意されていますので、自分
の活動に適したものを選んで加入するようにしましよう。

☆☆ボランティア活動保険☆☆
ボランティアの方々が、日本国内において、ボランティア活動中に

他人にケガをさせたり、他人の財物を損壊させたことにより損害賠償

問題が生じた場合や、ボランティア活動中の事故によりボランティア

本人がケガをした場合の損害を補償する保険です。加入プランとし

てはAプラン、Bプラン、Cプラン、天災プラン、家族プランなどがあ

っ肌い㌢7収集ボランティア
吉岡小学校の皆さん、ひだまりの丘和室をご利用の皆さ

ん、高橋みつ子さん、鈴木さだ子さん、吉田マサイさん、

佐藤康子さん、浅野多喜子さん、佐藤美和子さん、堀籠

清子さん、浅井房枝さん、わかつまりんさん、さとうひ

なさん、もみじケ丘、杜の丘地区のみなさん、瀬戸さん、

吉岡児童館のみなさん多くの匿名の皆さんボランティア

活動ご苦労様です。

☆☆い割l壱ふれあいサロン保険☆☆
活き生きサロン事業向けにケガや損害賠償責任を補償する行事

保険です。

日帰り行事のみで、行事参加者全員が補償対象です。名簿の提出

により通常の経路による往復途上も補償されます。予め年間予定表

の提出が必要です。

☆☆行　事　保　険☆☆
ボランティア団体などが主催する行事中に参加者や主催者が偶

然な事故でケガをした場合の「傷害保険」と他人の身体や財物に損

害を与え法律上の損害賠償責任があった場合の「賠償責任保険」の
2つの補償がセットになった保険です。

平成26年度のボランティア保険に加入している方 
は更新時期です。27年度の加入については新たに社 

会福祉協議会にてお手続きください。また、各福 
祉施設向けの「宮城県地域福祉総合補償制度の案 
内もございます。 
詳しく書かれた27年度版のパンフレットは社会 

福祉協議会にありますので気軽にお問い合わせく 
ださい。 

ボランティアコーナーの記載についてのお申し込み・お問い合わせは大和町ボランティアセンターまでお願いします。

たいわ社協だより第100号



講　　座
ボランティア育成講習会

℡345t3701　　　七ツ森希望の豪

ボランティア育成講習会を開催しま

す。ボランティアに興味のある方でした

ら、どなたでも参加できます！詳細につ
いては、後日、希望の家ブログでお知ら

せします。興味のある方は、一度、希望

の家までど連絡ください。

画6月13日（土）

田上ツ森希望の家

事　　集
会員募集のお知らせ
℡345・8850　大和町シルJト人材センター

あなたの知識や経験・技術をシル
バー人材センターで活かしてみませ

んか？入会説明会を開催しておりま

すのでご参加ください。

固4月14日（火）、5月12日（火）
6月9日（火）13：30～

田ひだまりの丘
※草刈りや除草作業など仕事の依頼

につきましても、お気軽にお問い合

わせください。

イベント
「友・遊ななつもり」のお知らせ

℡345・3701　　　七ツ森希望の豪

昨年、館内工事による休館のため中

止となっていたお楽しみ企画つき宿泊

プラン「友・遊ななつもり」が復活しま

す！友・遊ななつもりは心身に陣がい
がある方とそのど家族を対象とし、対

象地域を分けながら開催しています。

日程・内容等については、希望の家ま
でお問合わせください。

ひなたぼっこの会開催のお知らせ
℡345・2156　大和町ボランティアセンター

どなたでもご参加いただけるお
茶飲み会です。

囲4月9日（木）、5月14日（木）
6月11日（木）、10：30～

田ひだまりの丘

田会費100円、申込不要

東日本大震災により大和町へ避難または

移住された皆様へ　ようこそ大和町へ

℡345・2156　大和町ボランティアセンター

ようこそ大和町へお出でくださいま

した。美味しいお茶をいただきなが一

らみんなでおしゃべりするサロンを

開催します。申込不要、ふら～つと遊
びに来てみてください。皆さんのお越

しをお待ちしています。

固4月20日（月）、5月18日（月）
6月15日（月）10：30～14：00

田ひだまりの丘田無料

子育てサロン開催のお知らせ
◆子育てサロンきらきら

固4月10日（金）、5月8日（金）
6月12日（金）10：00～11：30

田大和町町民研修センター固子育
て支援ボランティアグループ・き
らきら代表・佐々木8342－2444

◆子育てサロンぽっぽこ

固4月16日（木）10：00～11：30

田杜の丘会館　子育てサロンぽっ

守られて安心♪
まもリーぷを利用しませんか？
まもリーぶは高齢者や障害者か地域で安心して暮ら

せるよう生活支援員かお伺いして次のサービスを行う

事業です。

●日常的金銭管理サービス

計画的に日常生活費を金融機関から払戻しお届け

します。公共料金等の支払いを代行します。

●福祉サービスの利用援助

介護保険等の福祉サービスについての相談や利用

申し込みを代行します。

●財産お預かりサービス

大切な書類などを銀行の貸金庫に保管します。

☆あ問合せ・ご相談

大和町社会福祉協議会　m345－2156

ぽこ代表・佐藤田358－9818

◆両サロン共通事項

00歳～未就学の子どもとその親、
祖父母など田無料（お子さんに必要
な飲み物・おやつなどはど持参くだ
さい）

生活相談所開設日のお知らせ
℡345・2156　大和町社会福祉協議会

日常生活の困り事、心配事はあ
りませんか？相談員が親身になっ
てど相談に応じます。

囲4月9日（木）、5月14日（木）
6月11日（木）10：00～15：00

田大和町役場1階会議室田無料

亭のniSipirka「ホワイトギャラリー展」

℡347・0028　二シピリカ凰‖こころの応攫団）

ニシピリカとはアイヌ語の「ピリ

カ＝美しい」と「ニシ＝雲」を合わ

せた造語です。織り物作品の展示や

小物類の販売を行います。ぜひお立
ち寄りください。

㊨5月25日（月）～31日（日）

田ホワイトギャラリー

（青葉区東照宮2－2－16－1F）

講座案内、イベント告知、ボランティア

募集など、地域や福祉関係の情報を

掲載します。掲載したい情報がありま

したら大和町社会福祉協議会（TEL・

345－2156FAX345－7280）までお寄せ

ください。

震災による貸付資金を受けた皆様へ
東日本大震災で被災された世帯の生活安定を目的に

「緊急小口資金特例貸付」を実施しました。現在は返

済期間が過ぎていることから、返済が終わっていない

方には延滞利子が発生しています。

Ql　延滞利子はいくらなの？

Al　それぞれの残元金に対して、日割りで加算され

ています。

Q2　返済の相談をしたいのですが？

A2　下記にご連絡ください。

大和町社協　TEL345－2156

宮城県社協（生活支援課）TEL216－5100

平成27年4月1日発行



醇掛粗慢鮎喰禽醜馳
障害者就労支援施設B型あいの郷
TEL344－6491FAX344－6497　吉岡字館下86

発達障害者支援法が施行されて今年で10年となります。
まだ新しい障害の為誤解されやすい障害です。本人は障

害と私達はその人との付き合い方を習得し、発達障害が
限りなく個性に近づく様に共に努力したいと思います。

NPO法人黒川ここうの応援団

TEL347－0028　FAX343－7077　吉岡字館下47

この時期、心の辛さを持つ人の中には、ますます辛くなる人が居

ると思います。世の中が動き出すからでしょうか。動けない時は動か

なくて構わない。と思える事が、その人のスタートライン。人それぞ

れの春の形があります。人と違って構わない。人と違って当たり前。

大和町地域活動支援センター工房ななつもリ

TEL345－2156　FAX345－7280　吉岡字館下88

桜の雷も膨らんで、お花見が楽しみな季節となりました。

桜の次はシヤクヤク、ひまわり見学など工房ななつもりで

は、今年度も行事が一杯です。月2回のカフェも茶道・書

道教室や創作活動に取り組んでおります。

大和町地域包括支援センター
TEL345－7241FAX345－7240　吉岡字西桧木1－1

地域包括支援センターは、住み慣れた地域で高齢者や

家族が安心して生活できるための介護・保健・福祉に関す

る総合相談窓口です。保健師や社会福祉士、介護支援専門

員などの専門職が対応いたします。気軽にご相談ください。

地域支援センターばれつとよしおか

TEL344－3620　FAX344－3595　吉岡字南金谷下8－7

地域支援センターばれっとよしおかでは、障害児者の

相談の他、宮城県からの委託を受け療育支援事業を行っ
ています。障害児、家族、支援者向けの相談や研修会等

開催、作業療法士等の派遣を行っています。

いこいの家　たんばぽ
TEL345－7822　FAX345－7828　吉岡字古館25－2

さをり織ボランティア募集。さをり・さき織りに興味

がある方、ミシン手芸など得意な方、毎月第2・3火曜

日に大和町研修センターにて行っています。一度見学し
に来てください。

養護老人ホーム儲楽園

TEL346－2221FAX346－2222　小野字前沢31－1

当園では、車椅子清掃、環境整備、繕い物、利用者さ
んとの話し相手等ボランティアを募集しております。又、

雑巾用布の寄付も随時受け付けておりますので、興味の
ある方やご希望の方はご一報下さい。

NPO法人ふれあい

TEL346－5008　FAX346－5044　宮床李下小路46－1

先日、ご利用者の方の、地域生活希望調査を行いました。今、「現

在生活しているホームはどうですか」、また「日中活動は他にないで

すか」をお聞きしました。皆様方からの回答は、継続したいでした。
「楽しみ・生きがい」のある生活が送れるよう支援したいと思いまれ

特別養護老人ホーム和風園

TEL346－2229　FAX346－2305　小野字前沢1

入所されている方の「語り合いの場」「憩いの場」として、

園内に「小グループケアやすらぎの家」を設けています。手

芸、貼り絵、歌、音遊び等の活動を通して、お一人お一人の

思いを大切にし、楽しいひと時を過ごしていただいています。

介護老人保健施設希望の杜

TEL344－3232　FAX344－3231吉田字新要害10番地

診療所、グループホーム、居宅介護支援事業所を併設し、

医療と介護の両面から地域高齢者のあたりまえの生活をささ

えます。ケアという関わりを通し、住み慣れた地域で、これから

も皆さまとゆるやかにつながっていきたいと願っております。

特別養護老人ホームまほうばの里たいわ

TEL779－7785　FAX779－7786　吉田字高田西34番地

今年の5月にて、やっと丸3年を迎える事が出来ます。
これまでの3年間は、試行錯誤し皆さんに助けてもらい、

過ごす事が出来ました。4年目を迎える今年は、皆様に恩

返しが出来るよう、更に楽しい施設を目指して参ります。

在宅心身障害者保養施設宮城県七ツ森希望の家

TEUFAX345－3701吉田字上童子沢21

館内工事のため休館しておりましたが、現在、希望の
家は通常通り開館しております。希望の家は障がいのあ
る方とそのご家族のリフレッシュの場です。ご利用につ
いては、お電話にてお問合わせください。

障害者支援施設宮城県船形コロニー

TEL345－3284　FAX345－3984　吉田字上童子沢21

なでくらセンターは当コロニー利用者の日中活動部署で、

花百や野菜作りの園芸班と、銅線剥き等を行う工房班の2

班で軽作業支援を行っています。活動や行事の様子はホー
ムページに掲載しておりますのでご覧下さい。

鶴巣桜の家
TEL347－7181FAX343－2272　鶴巣下草字観音堂68－1

こんぬづは！昨年の100文字いんふおに投稿させて頂いた

【やまつつづ】の季節が近づいて来ました。今年もたまげで

うずぐすいつつづぬなるようぬ、理事長が頑張っていますの

で、見学ついでに、おじやつこ飲にさきてけさいん！

たいわ社協だより第100号



社協だより100号の変遷

▲No．60

平成17年4月1日

▲No．90

平成24年10月1日

▲No．25

平成8年6月15日

A4版発行

▲No．81

▲No．22

平成7年8月1日
2色刷発行

▲No．75

平成21年1月20日　　　　　平成22年7月1日

表紙リニューアル　　　　　　表紙リニューアル

▲N0．1

昭和62年12月1日

B5版創刊号発行

▲No．68

平成19年4月1日

表紙カラー印刷発行

お知らせ　　福祉り○スウードハズJL正解

社協だよりNo朋こたえ

［奉］亘］
第99号の平成26年度歳末

たすけあい運動募金結果につ

いて、追加の募金がありました

ので次のとおりご報告いたし

ます。

募金合計　3．026．154円

（追加2．800円）

この広報紙は社協会費と赤い羽根共同募金の配分金で発行しています
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た
。

こ
れ
ま
で
「
た
い
わ
社
協
だ
よ

り
」
の
作
成
に
ど
尽
力
を
い
た
だ
い

た
広
報
委
員
の
皆
様
、
記
事
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
そ
し
て
事

務
局
と
し
て
長
年
社
協
だ
よ
り
を

引
き
継
い
で
来
て
く
れ
た
職
員
の

皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
上
田
）


